


与謝野町の文化財リーフレット 

京都府指定文化財  滝のツバキ 

 

■「滝のツバキ」のある与謝野町

は、京都府北部の日本海に面し

た丹後半島にあります。 

丹後地域は国特別名勝の天

橋立をはじめ、海岸と美しい海、

大江山の鬼伝説、古代丹後王国

などのすばらしい自然環境や歴

史・文化に彩られた景観の豊か

な土地で、平成 19 年（2009）8 月

3 日には「丹後天橋立大江山国

定公園」に指定されました。 

 

 

■滝のツバキは、この国定公園の大江山連峰地区江笠山山系中、府道沿いの奥滝集落か

ら南へ約 1.5km 山道をたどった山林の中にあります。通称を千年椿といい、最長寿級の椿の

ひとつと言われる巨樹です。例年3月下旬から 4月上旬に開花し、黄色の葯（やく）を紫紅色の

一重の花弁が囲む花様は、改良の進んだ園芸種とは異なり、原種のもつ簡素な趣がありま

す。 

 

ver.20141114 

平成 20年（2008）4月 14日撮影 

平成20年（2008）4月 14日撮影 



■古来より人々は椿に対して、長命や霊力を感じ取り、特別な樹とみていたようです。一説に

は、冬でも艶やかな肉厚の葉、そして雪の中でも花を咲かせることに力強い生命力を感じた

からとも言われています。紫紅色のやや小振りな花が枝葉の間をうめ尽くしたその巨木の姿

は霊椿（れいちん）と呼ぶに相応しいものです。 

与謝野町の木にも選ばれている「椿」は、過去から今、そして未来へとつながる生命力を感

じさせます。 

■滝のツバキの基礎データ 

学術分類：ツバキ科ツバキ属ヤブツバキ 

※黒椿は園芸品種名称 

学 名：Camellia japonica（カメリアジャポニカ） 

樹 齢：不詳。国内屈指の椿の巨木であり、 

「千年椿」と愛称されている。 

一説には、推定樹齢500年・600年と 

も 1000年・1200年とも言われる。 

規 模：樹高9.7ｍ、枝張り・南北14ｍ×東西 

13ｍ、幹周3.26ｍ（地際） 

所在地：京都府与謝郡与謝野町字滝小字 

深山316番地 

 

滝のツバキの来歴・エピソード 

・ 滝のツバキのある大田和
お お た わ

・深山
み や ま

地区には昭和46年まで集落があり、人々の生活が営まれ

ていました。なお、この地区での暮らしは、少なくとも元禄 10年（1697）の江戸時代前半期

までさかのぼることができます。 

・ かつてこの地区で暮らしていた人の話しでは、滝のツバキは田畑作業中の雨宿り場所に

なったり、牛をつないだりと生活環境の一部だったそうです。また、昭和 30 年代後半には、

伐採計画もあったそうですが、伐採を請け負った人がノコギリの刃を幹まで 10 センチくら

いに近づけたところ、周囲が赤色に染まり、気分が悪くなり、その場にうずくまり、「これは、

この木を切ってはならないというメッセージだ」と思い、切らずにおいたそうです。 

・ 昭和 61年（1986）：造林業者が椿の巨木を確認 

・ 昭和 63年（1988）：渡邊武博士の調査によって、希少な椿の巨木であることを確認 

・ 平成元年（1989）4月 14日：京都府天然記念物に指定 

・ 平成 8年（1996）4月：加悦椿文化資料館を開館 
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■加悦椿文化資料館 


